
本研究により、血清中および臨  
書髄液中D型セリン濃度／総セリ  
ン濃度比、および帖瞥≠液中グ  
ルタミン／グルタミン酸■度比は  
統合失加療のホ態生矧こ闇与  

統合失鋼症の診断は仕儀学的  
に行わなければならないが、本  
研究により、血清中D型セリン濃  

統合失爛膿の生  した生物学的マーカーである可  
なし   D型セリンに明して新WIこ取り上    丁  0  ○  3  2  0   

聞矧こ関する研究  5）  5）  究  物竿的マーカーの  平成 17（200  平成 ＝く200   げbれた．   

の鋼鞍生書に蘭休している可能  
性のあること、MRSと認知機能  
機暮を租み合わせることにより、  
統合失欄膿に特徽的な文化を  
九出せる可能性のあることが示  
唆された。   

れ治性自己免疫痍鳥に対する  同穫移ttヰでの新規藁刑の  
自己造血幹細胞移橿の安全性  開発lま、症例■が限られ、多数  
と有効性を肝癒した．特に全身  の併用稟を必手とし、冊痍■お  
硬化症の肺ホ文や皮■■嚢に  よび治療内響から書書事暮が  
対する鶉効性が明らかとなり、  多発する理由から、企業治♯の  

SLEなど難治性自   生命予後を大きく改暮すること   実施は困れなt壌であった。そ   
己免疫疾慮に対す  が示された。しかし、自己造血幹  るヒト化モノクローナル抗件であ  の結果、欧米ではt通に使用さ  こ手での協力が得られるのか）、   

平成  平成  難治性疾   細胞移植の暮性は書視できす、  る山omtu王u汀はbの承絶申紳を目  れているものの本邦では使用で  得られた精巣の帰属、世界中か   
谷口 修一  ○  118  5    81  55  

全性及び有効性  3）  5）  究  出ていないものの、海外では5－  行った．プロトコールの立某から  リ、1lo汀止uzumtbもその一つであ  など、樺々な閉且があったが、   

の検討に闇する研  101の移橿朋連死亡が閏月と  医薬品統合機れでの事前相放  る．我々が行っている医師土中  一つ一つ♯決し、治♯開始にこ   
究  なっている。加えて、ホ的Tリン  ■床治験は、特に圃内未承認  

バ鐸除去の目的に行われる  震の導入という点では前例のな  
CD34純化の兼用また自書移櫨  いものであり、特に企暮治♯が  
自体が保険診療では施行困れ  困れな移穐Ⅷ壌にて行っている  
な点がこの治療の一般化を困難  点も含虻て訂民医療禰祉への  
としている。   症例暮すを中断している。  六廿は絶大である。   る．   

ヒト拡張型心筋虚において、特  
勲矧こ莞覆の嚢化している遺伝  
子を同定した．心不全l防や因子  
として、心筋特轟朋I云写包子、  多くの圃静学会や園内の学会に  
抗酸化分子制攣l国子、上皮1ロ  
胞増養田子フ▼ミリー、神経増  部lますでに欧米の科学雛誌に  

特発性拡雉型心  平成  平成  難治性疾   麹因子、血t新生間違田子、力   

小室 一成  
究  ↑でるのえ。 また、確立された心不全マウス  

モデルを用いた劃藁研究によ  
ジー間違遺伝子を同定した。い  な心不全治ホの間発が期待さ  

り、新たなガイドラインの作成に 闇与しうる 
。   れ、大きなイン／くクトを与えうる  

スモデルを用いて解析し、心不  と考えられる．  

全の椚態生理に闇与しでいるこ  
とを明らかとした。   れる．   



わが圃で開発し、新たにl■床門  
に抗バーキンソン作用を発見し ニN  

たソサミド（Z＄）の作用機序は  
ドパミン合成貫通を主体とし、し－  
do叩の効果を増強・延長するこ  

とと共に、淡暮噂神経活動の正  

日本発の新しい抗 バ 
＃化作用も持つことを明らかに   
した。また、ZN＄がhvh0．in  織し、1年後によりよい仕向にあ  たことから、今後、ガイドラインを  まどの讐効例もめすらしくはな  現在帆集中の期待でさるバーキ  

ーキンソン作用 藁ソニサミドの縫  平      村田 集穐  
15200  lT 

床研究   究  対する神繰保≠作用を示すこ  ン体事性に対する強い良雄作  いる。手た、初期かbの少1の  医療行政上も轟い効果を得たと  ドの研究状況が取り上げbれ  
と、小胞外相胞内週刊ドパミンを  た．   

安定なメラニンへの強力なt換  
作用、グルタチオン代儀川刑町作  
用をもち、これによりし－do叩耕  
集キノン体霊性に対する強い保  
札作用を示すことを明らかにし  
1し   

夷欄ほ．5年の研究期Ⅶおよぴ「全  
く新しい■念で炎症性力虞鳥の  
半期的治■法を開発し実静の  
臨床応用まで」を目指した研究  臨床応用が磯んでいるプロジェ  
目的を考えれば、本研究班の目  クトがほとんどであり、既存の炎  

症性膿痍息治■を凛※し、日本  
的に沿った研究計画遽成虔は  

高い。炎症性農疾患のホ因♯  
オリジナルかつ農事QOLの政義  
にもー効な臨床研究に遭元し樽  

炎症性膿疾息の  平成  平成  難治性疾   

闇する臨床研究  3）  5）  究  
丑辺 守         析の新たな知見から治■ター   

けでなく、♯再生 
いコンセプトで適応拡大した治  
療法は事く、手た新規治療法に  

なシステムの鮮明は再生臣膚へ の可能性も示し学術的にも高く  より手術、入鏡を減らすなど、将  
評価され、美繚イン／くクトの轟い  
海外学術雛誌に多数（イン′くク  

乗的に医療繰主剤ニー献するとキ  
えられる。   数行った．   トファクター7以上の■文明蠣）  

穐せされたことより学術的、国際  
用して世界に発情する試みが多  

的評価もーいと考えられる。   

治療のターゲットとなる僕輔分  珊立椚恍櫨書肝撰患ネットワー  
子を同定し．PPARγリガンドが  ク●加施設におけるP【】Cおよぴ  

治療薬となる可1色性を示した．ヒ  自己免疫肝炎虚例のデータ  
トiNKT細胞サブセットのバランス  ベース構ヰを完成し．暮積した  

制1帥こよる人為的Thl／Th2応答  症例データを利用して患書の治  
制御の可能性．自己反応性丁鶴  

療経過の♯析．息事QOLの綱  

胞．抗膚の鯉口投与と丁細胞の  
董を行うことができた．その緒  

難治性自己免疫  移入による抗曙特1的肝應の  
異．自己免疫肝炎の肝杜嚢へ  

性肝疾患の個朋  平成 15（200  平成 17（20 
難治性疾  の遭欄を阻止するためには充分   

0   患克服研  石橋 大海          治★など．免疫制網の墓畿的研   蘭して2つ「新たな膿t細胞分  2  棉  55  22  110  27  5    l   

に関する臨床研究  ヨ  5）  究  基礎データが得られた．肝再生  
のステロ 用する必辛があることをエビデ  

ホ法．細胞移橿の手掛かりをつ  ンスとして示した．また．P8C息 書のQOLは遺★慣性肝炎程度  
かれ末期肝便蒙への組換えヒ  
トHGFの臨床応用について．■  の血書並みに低下しているが、  

物動静一安全性および薬理試膿  慢性肝炎の患者が兼■で改書  
を終えた．治ホ法開発のための  

するのに比べ治療でのQOLの  

動物モデルを4穐開発中であ  故暮がみられないことを明らか  新聞朝刊の1面に掲載された．  

る   にl＿t・   



数々の疾患モデル動物はのアメ  
リカの唯事会でも紹介され、ベ  
ンチャー企薫からの共同研究の  
依♯が多数書せられた。2006  

現在行われている加齢★渡文  
性の治療は、疾患末期に生じる  
血t新生を抑制することに暮点  
がおかれている．しかしながら、  

ヰ回の実麟によって加Il貫艶文  
性の初期において、■旗下にお  
いて補体の活性化が生じている  

加廿責艶文性が集塵する★斑  
部lま暮長糟（ヒト、サル）で発達  
しており、一般的に実♯で使わ  

とことが明らかとなってきた．  
l青年丁丑E旺カー   体抑制剤l▲市腋引レしのつ▼、  

その間発が求められる。補体の  おいて聞かれた書1画せ賞半シ  クイザルのホ理学 的および分子生物  15（200  17（200  患克服研   倉田卜岳  い。我々は加■貫鼓t性の初  おいて、これを印刷するだけで    く、   特になし。  抑制はリウマチや暮書移穐、－  3   

学的解析   田  5）  究  正するカニクイザルを発見し、ド  部のT炎などにも効果があると  
ルーゼンの組成や自己抗体の  考えられ、加♯★艶責任の予防  
発見によって、発虚機序のサ檜  藁の開発は他の疾患への応用  
が明らかとなってきた。   研究虎よは今後の托床応用が  も期待される．   野において圃静的な貢献ができ  

期待できる．  ると考えている。   
新たに開発した「テープ浅J．ri  

新たに開発した「テープ法」．r▲．  
アレルゲンによる  

創薬等   
サンフラーJによる試料のサンプ  

圭内オ墳汚染の   リングと．t糖度蛍光EUSAによ  
本研餞で得られたアレルゲン汚   
染・曝■の実態に間すも基礎  

18（200  1丁（2（10   平成  平成    安横 浩  特t己事璃なし  2    9    26  0  ○    0   

制御方法の開発  走システムは．圭内積憤アレル  
檀アレルギー対策商品の開発  

に関する研究   総合研究  ケン個人書手1の絆価に利用  に応用されている。   

できる可能性を示した。   体的対応策の実施に活用でき  
る。  

呼吸馨、膿t免疫のデリバリー  既知のワクチンにおいてその■  
システム（DS）開発のため、膿t  劾性の改響が劇霊なものが多  
性シームレスミニカプセル（＄C）イ  い。病原体による感染は粘峡を  

呼吸阜及び膿t   創薬篭   
ンフルエンザ組み替えウイル  
ス弱毒サルモネラ訂乳酸菌   

介する事が多く、この■点から 粘旗免疫を眞撒競落するワクチ  免疫担当8リンパ球と≠t上皮  
平  平成  

竹森 利恵  
丘 ンの開発の必手性がある本研  こ発現する別LLカドヘリン分子   

鱒  
ずれも免疫活性撲導能を示した  認められた書から、このよ本技  

ヰ  8    6  2  0  
ッ ワクチンチノバ   l）   5）  サイエンス  

が、輝く、しかしSCについては2  
はこのに   

リーの開発  総合研究  次ターケッチイング機能の牡与  いてアロ 
で効果が上■し、脆tデリバ  かのアプローチを檀示し、今後  

リーには2次、3次のターゲティン  の実用化に向けた情報を捷供し  
グの暮手性が示唆された．   た．   

海外で得られている大規儀九作 ▲化比較試膿 
、コホート研究疇 の床デ 

研究成集を論文でまとめると共  
に日本藁学会等（24糧）で発表し  

匹ータ及び簿外規制欄 とに 
闇什報をも、これらの鶴床  

た．また、H＄研究成よ書及啓発  

データをどのように医学的にま  本研究で得られた1暮な♯外で  

た統計学側に♯析・絆優し、日  の医薬品安全什嶋の♯析緒景  
EBMに基づく医薬  本の医藁眉の安全性・■助性に  は、主任研究書の析■する孤立  

晶の安全性・有効   創業等   役立てていくか扶附したデータ   医薬品食品衛生研究所・安全慣  
平成  ≠飾で行っている薫軌こ役立て  

16（200  平成 lTく200    森川 響  
は至っていない。   

状轟痩膚4）呼吸攣・慢性■  省に竹舌する事項に攣キにし  倉l稟讐HS総合研究事霊   

轍の♯析、絆価に  総合研究  、アリシスに 練比較、交精鋼暮法としての共  た．なお、週報は、町立医薬品  

闇す各研究  分散分析と一般化加法モデル、  書品衛生研究所のホームベー  

及び市販後安全性加手持よの  ジにおいても医藁晶安全性情報  

横肘、また、疾息領域讐引こ廿1  として棲供している。   ♯析、評価に朋する研究．平成  

書疾患、精神神経疾患、■など  17年廣加薬書目S総合研究書稟  

ついてE8Mに墓づいて安全性・  
について亡BMに基づいて安全  

（2008）。研究成集は、藁事日  

性・有効性の絆価盾行った。   
嶋、日刊薬義書にt遭された。  



｛1打】粍で凧！■仇l†▼brし丁三管Il  

創藁研究の共通益鳥としての各  
発生工学の技術職発は、画期  
的な医薬品開発など、我が孤の  

穫の新規発生工学技術の開発 を8指し、レンチウイルスベク  
創薬篭   

タ一による遺伝子改正動物作出   
創ホ研究基盤とし   

シンポジウム発表、書門学術誌   

総合研究  平成 lt；（200  平成 1丁（200    捻出l瀾一郎  

ESの、ラットのES 細胞など需用幹細胞株の樹立  創業研究がれ慮的に遭点し、園  
法などにⅦして多くの成果が欄  
られた。   れるための基盤技術を捷供する が 

点で成1得られた．   
政的にも大きく1離するもので  
j■1   

★界痍農事およぴがん農事で  

の■床薫物動態試♯を実施し、 櫨隷書の書暮医l子と藁物動態  

剤薬等  
における個人建との関係を機輸  
した。また、ホ鞠代謝酵★の遭  

16200   医薬品適正使用 のためのヒト薬物  平成 （  平成 17（200   ヒューマン  現金 正博       佳子多型に関する文♯情報を   

発と応用   ファ 用であることを示した。   
総合研究  遺伝子多璧什Ⅶが公表されて  

合わせを受けた．   

いるにもかかわらず、薬物動態  

との蘭書を明示する什租は限ら  
れていることがわかった。   

CGH、馴肝アレイに蘭しては、染  

色体の安走性の解析への応用  
が有効であることが示された。  ヰ畿、マイクロアレイを使った幹  
それぞれの特徽を明らかにする  
とともに、これまで検出不可能で  

プロテインチップ、  
創薬等   

あった組み合え型の染色体t   
DNAマイクロアレ   

平成 柑（200  平成 lT（200    鈴木 手島  

イ零の新しい    ュ きたイルスの型   
4）   総合研究  

のためのアレイに関しては t   

手法に闇する研究  流横出型という独自の故事捌こよ る迅速な換出演を用い、札床応 用の投降へ遭んでいる。抗体ア  
レイに聞しては、技術的に寛欄  作成する予定である。   回の官民共同の挨討成果は有  
すべき誹鐘を明らかにし、その  益であると考えられる。   

た鱗析を行い、実際の臨床応用  
改良を進める事ができた。   

抗インフルエンザ＄GFvおよぴ  
F轟bをファージディスプレイ法に  

より作製した。8GFvにすることで  現在トリイシフルエシザのヒトヘ  
抗原との縮合力が馨しく低下し  の致死的感染が確認され、イン  

創薬等  たが、F▲bではmAbよりも結合力 の低下が認められたが、写GFvの  フルエンザの丈井株に対する早  
インフルエンザ治  患な対応が望まれている．この  

ような行政的な対策1こ本分子の  特になし  0  

療型■■抗体の  平成 】6（200  平成 り（ヱ∝l   ヒューマン  浅沼秀樹  
た．た子の するための動物実験系の確立  

開発は合致しているが、臨床応  

総合研究  用までには動物実♯での有効  
のため、いくつかのヒトインフル  性零、多くの間糧点の解決が必  
エンザ株のマウスへの馴化とそ れを用いた交叉反応性について  手である。  

討し効な精巣が得られた 
検有。   



担瘍患書由兼の肝組★では非  
平成18年井25回日本学術金線  

轟部分もpち3書白が多く発現し  薬理学研連「臨床藁理シンポジ  
ており、絶無患書より得られた  
肝軸★での研究は鶴間連許白  ウム」で「ヒト租■の研究制用件  

の集積に注鷺する必暮がある。  
制のれ築と研究応用」というメイ  

肝初代培養ね胞については藁  
ンテーマで熊井が「ヒト租托提供  

ヒト絶■檀供医療  創薬等   鞠代紳■鶉活性を維持した最期   機関の環状Jを発♯した。また、  
機関としてのバン  平成  平成  鷺4国H＄RR8技術曇I晋会で分   

小林 真一  特になし  2  m  3  ○  9    0    8   
と研究箕∬書廣化  

総合研究  、 CYP3A4活性を5日間保持した  
租★の研究賛∬化とその利用J  

に閲する研究   を繍漬した。平成17年第一8向日  
細胞を書ることが出乗た。また  
神経・肝癌■の慮書から棲供さ  本薬理学会でーヒト組汁の研究  

れた航芽細胞は総数でT08檎  
応用と墓盤茸傭」というシンポジ  
ウムを企画・実施し、分担研究  

体、凛緒筋機体増加蜘ま1300 機体良拝された 事全■がそれぞれ各自のテー  
．   手することができた．  マを莞饗した。   

■け什灯り、丑脈き5tき鶴こ▼‾乃ヽと  
うかをホベることはきわめて1  
暮になっている．本研究では、  
藁鞠－チャネルタン′くク相互作  
用を重光的に走1評価するとい  

テーラーメイド医療  う先端的な手法を用い．藁刑反  

に向けた不整脈横 赴任藁刑の先鵡  創薬等  応性のt人妻にも舌用可能な  

的スクリーニング 系 譲当なし   該当なし   0    0    0  ○  ○  
ニンせ る書初の試みである．蛍光タン  

の開発lこ闇する 研究   ′くクをHERGチャネルに付加させ てもチャネルそのもののt気的  

特性が士わらないことを示した  

事は、本システムの今後の集書  
に大きく文献するものと期待され  
ス   

個々の廿域レベルで、労≠手の  
現在、我圃の労働衛生において  今回の研究庇よを踏まえ、多様  

は、社会・靂集れ造に対応して  なt用形態に即した廉義保t；  
多様なt用・枕雛形態が生じた 状況下での労tl衛生t理が必  

く、総括t理の暮手性が指摘さ  て、1t1年5月のよ豪衛生学会総  
事とされる．そのため定年1月 制を前捷にした従来のt鷹t理  

労働書を取り巻く  件制では 

環枕の嚢化を踏ま  平成  平成  労働安全   ．覆囁の多くの労■事  
0  g  4  0  4  ○  ○  0  0   

生管理体制のあり  矢野 栄二  
方に闇する研究   。で、こ 間糧点を棲示したが、この種の  

研究や実状鶴壬は極めて不足  
している。本研究を契機に、こう  
した間糧に対するう関心が1ま るとともに 

、これに続く多くの研  た国民全体の保t・医療・福祉  
究が行われ、間鼠の分析と把捜  の向上に■♯することが期待さ  
の深化が期待される。   美保tの活動覆壌でⅡちに生  れる。  

かしていけることである．   



事研究において作成された作手  
姿勢■担評価チェックリストは、  

本研究によって得られた成果  

実腋のも壕における書膚発生  
は、作暮姿勢■握評価チェック  

状況・王仕度およぴその雷包が  
リストのみならす、モのチェック ロ  

一対一の関価虐持つサンプルを  
リストの完成に至るまでのプ  
セスにある。そのプロセスには、  

墓に走1的評価を目的として作  ■膚発症筆固の分析から実録  
中嶋におけるI■膚  成されたものである．既存の多く  
防止の為の作業  平成  平成  労働安全   のチェックリストのように個々の  本研究はよ集保t領域におけ る研究であり．■庚的■点から  

神代 雅嶋             の成果にⅦしては現在のところ  2    ○  

チェックリストの聞   4）  5）  研究  だけものではないため、各手匂 がにでき  集姿勢■捏絆価チェックリストそ   
莞  の側道性定1的詳細  ののが、書■止のの 葉書理ガイドラインとして利用で  

る。本チェックリストの使用によ  きる。加えて、本研究の成よを  
り、特走の事捏が突出している  更に利用すれば、れ種毎の■  
わけではなく、いくつかの手回  

が蘭係して発症している腰痛な  
瘍防止のための作業t理ガイド  

どの対策を立豪することが可能  ラインを作成することも可能であ  

⊥なる   ろう．   

平成17年度までに行われた本  
調査研究の成よは、町内的にも  
JIS制走やパンフレット作成及び  GHSの曹及轡欄のための／くンフ  

GHSの分類技術  平成  平成  労働安全   セミナー朋儀など．民間レベル   レット及びガイドラインの作成に   
城内1●       （l暮床とは蘭わりのない旗壬研  

関する璃壬研究  4）  5）  研究  あるいは行政レルにいて  究である）   JIS－GH引こ基づく化学物＃礪の  
に圃静的にはこれらの成果は国  表示、の制定に兼職した。   

連のGHS実施に闇する活動に  

掛地システム・鬱t位ポンチイン  
ケシステムについては、IEC一  

T（：84（電気毀傷と悪書保櫨）の  
規格の書議動向等ををもとに曇  
理、分析してまとめた．練地抵  

200V配≠椎逢に  
抗については形状係数という＃  ア亡ス付コンセントに関する高  
念を縫入し．あらゆる形状の杜   

依存性があり、総黒として、人体  伴う感電災首・モ  平成  平成  労働安全  苫田 －  

を流れるt流は、斗柑こ鼻圧比  
に比例したせよりも大きくなり、  

遇t●所によっては青書な影響  
が出るt流のⅧ馳こ逢する可  
脆性がある。   なことが分かった．   

油症紘走竜の血中ダイオキシン  
大iのダイオキシン斗を摂食し のフロ 

爛濃度の≠1走iを成功させ  た稔走書ォーは、ダイオ  
犠鯵礪月に加えることを実現さ   

け年度に新たに25名の勝正事   P●nbGhrobdbon王OhlrOn   

壬■♯とダイオキシン類との朋  せた．そのことによって、油症稔 走者のさ手ざまな臨床症状や檎  を見出した。ダイオキシン＃を含 めた横枠縮膚のデータベースを  2．3．4．7．8－ ●：：●●●l二l▲・  明らかにする上で、極めて暮事 な課蝿である。血中ダイオキシ  （P●CDF）濃度）を追加した診断 基準の改訂、漢方藁による臨床  

中濃度を推定できるようになり、  連を明らかにすることが初めて   
PC8やンの らの排泄機れの全容を♯明でき  のの． 手た油症ニュースを発刊し、8  熱媒傭の人体影 響とその治療法に  平成 15（2DO  平成 1丁（200  食品の安  盲江増睡 l      油症馳走書の血中ダイオキシン 類濃度の≠暮走1によって鯵断 壬準の改訂が可能となり、18・   血中ダイオキシン類（血中    キシンすの長期的な人体影響を  血中ダイオキシン爛（血中 2．3．4．7，8－   ○ ll  皿 ‖  14 ‖  l ‖  4 ‖  4 ‖  0 H  0 ‖  0 q                         lb・安全確      充実させた。油症相談■制度の  （PoCDF）濃度）を追加することに よって鯵断基準を改訂した。油  ン類∬度の≠1走1が換鯵こ 加わったことは、その課糧を明ら  試♯の開始などは大きく新蘭■  れた油症に闇する讐暮  闇する研究 l  3） l  5） l  保推進研 究 l   可能となった。汚染されたカネミ 油を摂暮した1968年当時の血  ダイオキシ媚人体か  る道筋ができた．  充実によって、認定書の協力を 得ながらt鷹状惣の正確な把 撞が可能となりつつある。ダイオ キシン類の人件への長期的影 響を明らかにする遭筋をでき た．また、凛方藁による臨床試 ♯を開始した。  癒そのものの全容を解明する遭 が拓けたばかりでなく、新たな 認定書を発∬できる可能性が大 きくなった。 ‖  かにする上で極めて王手な遭歩 であった。またダイオキシン糟に よる症状や体内■度を低下させ る薬剤開発道筋が拓けた  l走者への情報棲供を間軌たモl  遭さ＿。′、 （邦文、美文）」■近の取り租み （美文）、油症横幹の手引き（邦 文）はすべてホームページに縄 厳し、世界に向けて公明してい る。  



人気のあるt鷹食品業材として  
324集村を遭び、その科学的根  
拠のある安全性・有効性情報を  作成したデータベースは、t鷹  

高齢化社会への   
食品の安   

データベース化しwob   の発生だけでなく、科学的椙掬 のある治■の陣書にもなってい  保健機能食品といわゆるt鷹   食品に闇する●考資料として厚  t水食晶に対する社会的関心 は轟く作成したデータベースは  
対応や生活晋≠  

4  

平成 15（200  平成 け（200    橋填せ三  2l  4  5  

性・有効性データ   究  確にし、また安全性を暮祝した．   の認汝を高めることができるま  は、良t機能食品のガイドライ  ンッ、 れている暮晶に闇するリスクコ   
ベース作成  いWobでしてい        僧♯できるt鷹暮晶集材の慣  

報捷供サイトとしてw●bのアクセ  も利用されている。   持できている．   

スも多く、社会的に大きな反響  
があった。   

既存暮晶添加物ホコツシ抽出  
物．ルチン酵素分欄欄．およぴ  

ジャマイカカッシアのヒトでの生  
既存食品添加傭は．練遇糟置と  
して．その使用が艶められてい  

遅摂取を想定した安全性を検討 する為にラットを用いて慢性暮  るものである．孤会附書決書  
性と弗がん性を絆価した 

食品の安   
。その 精巣．血液生化学捜査で軽度 の文化が散見されたが霊性寧   

既存添加傭の発  平成  平鹿    神谷 研二  研究の成よやその他の既存震  物の安全性評価をする事で．園   

田  5）  保推進層  0      0      0  0  0   研究  
究  ．ャマッアの 安全性評価を実施した。その総  

安全性に明しては世界的にも デ 

ータがkい。本研究成果は， これら既存食品添加物の師瞭  づいた安全性評価を実施する。  
この緒よを厚生労≠行政に反  

基準での安全性を評価したもの  
で．世界最初の科学的データで  

映することで．我圃独特のもの  

ある。我が聞のみならず世界の  
が多い既存添加物の安全性が  
確保できる。   鷹」が開催された。   

土晶の安全性確保に十離する。   

食品を介する書  食品の安  竃産物を介した感染症について  と書壌法施行規則及び食▲処  

なし  
理法施行規則改正に繚しての  

書・家t疾病のヒト へのリスク評価及 びリスクt理に聞  t晶安全委■会における比論  
2  2  0      ○  0  0  

15200 3）   
する研究   究   ら注すつづることができた．   に資料として使用された。   

生成抑制に蘭する成果につい  暮晶に蘭するリスクコミュニケー  
ては．βbsoi●nG●．  ション（アクリルアミドに関する鸞  
●廿‘…二●…∵＝＝＝L  丸文機会）よ林水よ省消費・安  
誌などに公表されるとともに．ア  全爬主催（平成1¢年12月）に  

食品の安   クリルアミド含tの比較的書いと  アクリルアミド含iの比較的高   コーチソクス食品添加物汚染物      て．厚生労働省としての取租み  
アクリルアミドの生  平成  平成  ＃節会（2004年3月．200ち年4  を発表．アクリルアミド研究技術   

今井 俊夫          該当なし．  月）で痍肘された食品中のアグノ  共有化に閲するシンポジウム   5    ○  8  5  2  2  

保推進研  用されている。暮性抑制に朋し  ルアミドに柵する文書の改定に  
究  ては．士晶中に含まれる抗酸  参画。   抑制及び暮性抑制に関する研  

化．CYP2El隠書あるいは事Ⅱ  究について）日本スナック・シリ  

相酵♯桝欄欄爛抽■用である  アルフーズ協会主催（平成1丁年  
可能性が示され．Ar¢h；∨○£Of  10月）にて．本研究班における  
toxiGOkIgy鎗などに掲載された。   研究成稟を発表。   

平成柑年2月】88内閣府食品  

食品の安   
アガリテンのマウスヘの軽口投  

頼子菌類中の書  一部のアガリクス含青書鷹暮晶   与による体内動態研究で血中  
会に暮品t鷹影響評  安全婁■会に暮晶t鷹影書評  

青物寅の評価に 関する研究  平成 15（200 3）  平成 り（200 5）    穐山 浩  保推進研  
究  轟い鑓で檎出した．   

唆された。  
いてアガリクス（カワリハラタケ） を含む粉末刑型の加工土品に 係るリスクプロファイル資料とし  

．   



これまで．遺伝暮性には■値が  

ホいものとの考えの壬に食品闇  
連鞠■始め．多くの化学鞠貫の  

t近．遺伝義性の■碓に朋する  
牡論が頻繁にされるようになっ  

圃際シンポジウム「暮晶関連物  
安全性評価が行われてきた．た  

ており．今回の研究で得られた  
耳讐のリスクアセスメント職鴫－  

だし．暮霧1の書怠が入ってい い 

食品の安   
なため．■しすぎる騨価が行 たがのプ   

既存添加物零にお   

平成 15（200 3）  平成 け（200 5）    林薫        われ可能性ある今回   
保推進嘲  基づく生物学的な■l値を評価に が 

18  12  0  0  4   

に関する研究  究  組み入れる妥当性評価され．  指して」200¢年3月15一柑日榊  
今機の厚生労働行政に1たす  
役割は大きいものと考える．手  超されており．そのような拙論の  

壕においてヰ回の研究は暮羊  墳嚢見聞学会．トキシコロジー  
た．シンポジウム等を♯り返し聞  

な位tを占めるものと考えられ  
学会零で遺伝暮性の■値に間  

儀することにより．間難点を一般  
る．   

するシンポジウムを間儀   
大衆に対してアピールすること  
ができた．   

カドミウム暮書とt止影響に叫  
する研究の成果は学会で高く絆  

カドミウムの研究成果は．次の  精米．製粉によって．米．小暮  

価され．分担研究書堀口には平  
J亡CFAおよび景品安全委■会 こ 

成l一年に日本よ集衛生学会の  
で蓼利された：平成沌年¢月  分が非可暮凱こ除去され．土用  

奨励賞が授与された。研究成よ  
第椚回JECFAジュネーフ（カドミ  

は、00doxCom¶i比●■OnF00d  
ウム評価）．平成け年2月第糾 回JE（肝人口 

食品の安   Add籠ivo写●ndCont■mhlnt8  暫定週間耐用1付近のカドミウ       ーマ（カドミウムの   ．に 利用されてゆくものと期待され  

3）   
書品中の残留農  平成 15（200   平成 17（200 5）    加■ 保博  

究  究  めに暮暮な評価資料となると考  
えられる。物理化学特性のかな  

り1なる各種▲藁で．米．小麦．  
譲査会∴平成18年3月川日食晶   

大豆の一次およぴこ次加エに  留鳥虞の推定暴露1評価法  まりつつあり．この壬撫であれ  

伴う残留■藁の1的た化と義手  
は．霊露1評価に関する園内ガ  

iへの影響を明らかにでき．学  
イドラインの闘矧ニー僻すると  努力で管理は可能なレベルと  

会発表でも肌Ibを養いた．   
期待される。   なった。   

遺伝子組換え作犠の安全性  
研究の中では、後代交配種にお  
けるポストゲノム♯析で、大豆  

安全性暮暮未了の2系統の租  

のメタボローム♯析がFT－  
換えt晶（8tlO．Btrk●）の定性  

ICRMSを用いることで可能となっ  
襖暮法を蘭発し、公定捜査法と  

食品の安  たこと、及び、エピトープ情報を  して公開した。また、当所で開発  
したアレルゲンデータベース．  

バイオテクノロジー 応用食品の安全 性確保に関する研  特になし  （ADFS）が、暮晶安全婁■会の  

究   
3）   

学術的な大きな成よである．ま  
遺伝子組換え食品尊書門神童  

究   た、機知技術の開発研究では、  会（H‖リ．25）の審査において、  

新たにスタック品種の混入率の  
既存のアレルゲンとの相同性を  

検量のための一粒■の走性機  
璃べるためのデータベースの－  

壬法を開発したことが、学術的  
つとして活用された。   

に大きな成果と考えられる。   



従来、医薬品の開発、実線の便  
用におけるファーマコジェネテイ  1CHは、日本の薬事行政にイン  
クスの影響の大きさが注目され  
てきたが、倫理的、法糠的、社  

医薬品・医  Wwlrinl Grwp on C】OMSなどですでに繍諭されて  
ファーマコゲノミク  療機翠等  金的側面（EしSI）のあり方が明ら かでなかった。r遺伝子什報は  

スの合理的償用の  平成  平成    レギュラト  津谷 書一郎        他の医筆情■とは斗なり特別に   
と医薬品行政のあ  」 主暮Jが強調されてきた。本研  
り方に関する研究   ンス総合  究はC10MS（国際村学協繍会）  

研究  の漕勤への参加を遺して、せ界  

レベルの経論に千離し日本に  ▲二●＝・ll＝＝  
フィード′くックし、学問水準を世  

にジュネーフで発行された．   

界的レベルに引き上げた。   汚がなされた。   わった。   

DT■P－1PV－JPに保存剤として用  

いられる可能性のある2－POEは  

医薬品・医  
九薗試職に影響を与える可能  
性は少なかった。01PVの力価試  

療機器等  ♯用●用品のD抗償1を、Ⅰ 型 
混合ワクチンの晶  
箕確保に間する研  平成 15（200  平成 17（200    レギュラト  宮村 達男       、Ⅱ型、Ⅱ型それぞれ3：100： 100（m／doso）とすることでWHO   

3）  5）  リーサイエ  
なし   3  7    0  0  0  ○  0  0   

究  DTI   
ンス総合  られた。5tPVはDPTを混合する  

研究  ことでDPT中に含まれるアルミこ  
ウムアジュ／くントの影響を受け、  
その力価が上井することが示さ  
れた。   

rホ薗≠作法による■■医薬品  

の製造指‘十稟Jを作成した。r臣  
薬品GMP♯説事例集」に収覿さ  
れ、園内企蠍に広く利用される  

平成15．18年魔の本研究成果  

ことになる．さらに英訳版作成し  
微生物迅速檎出法として作成し  

医薬品・医  画内外への配布を行った。日本  
本研究で作成したガイドライン  

頭織欝等   の■薗医薬品製造レベルの高さ t■  本研究の庇よは肛膝臨床に緒 ぴ  な t   r■薗撫作法による撫甘藍薬品   Ⅱ  

を示すものであ人薗医薬品  
ホ薗医薬品製造  平成  平成     欄元 憲一  
る研究  

3）   5）   すものである新技術を用いた   
ンス総合  こにより囲民の   

研究  入れるためのプロトコール作成  より施行の予走である。   穐性状機嗣は同相こ「日馬指定  

と犠牲を待った．世界に先払け  
薗株の特性と維持t理」として  

て馬方に収載予走であり、従来  
爬方収tを目指す。   える状況であり、t及・甘矧こ  

の古典的徽生物試♯法の本糞  大きく役立った。   

的な改主につながる試♯法であ  
る。   

医■機場に施される滅菌方法  
の▲いにより、DEHPやその分  

医薬品・医  ♯物であるMEHPやPAの溶出t  

療機器等   
が■著にAなってくることが分  

プラスティック製医  
かったこの戚よは孤内外か   

MEHPの詳細な事性騨価を必雷  

療用具の適正便  中澤 裕之  5  ○  0  10  2  0  ○  
用に関する研究   

ンス総合  FDAいてい   

研究  が得bれ、現在、共同研究が壇 行している．また、三方活栓の 破損を引き起こす庫固（薬剤と  
の陣廿時間や、♯め付ける力） が 
、明らかとなった。   



r暮ら医薬品」331品目につい  本研究威儀は、t鷹食品側係  

て、418ページからなる「書ら臣  の霊界新聞で取り上げられてい  

薬品の有効性、安全性噂の評  る。また、Puordrb爪i罰川含有  

価に関する加壬報告」を完成さ  本研究班の成果に暮づき、ホ遭  

せた。木嶋儀は、今後開催され  
ガイドラインの開発は行ってい  

書ら医薬品として   医薬品・医   ると考えられる所謂48通知改正   ないが、本研餞の成果は、今後  

平成  療機器等  本研究は、ヰ床研究ではなく、  

等の評価に蘭する  
15（2聞  平成 17（200    海老増 量          書ら医薬品、▲法ドラッグ書の  

のうち職級♯義正による研究  た、平成18年3月31日に通知さ  

研究   ンス総合  （N■山rllM●dk血○鍋184－170   れた、医薬品の範囲に関する墓  

研究  （2005））は、日本生薬筆会の■  攣の一部改正は、本研餞の成  

文末の受賞が決重している。さ  異に基づく。   をはじめ∴鶉外にも情報捷供が  

らに、本研究で同定したヒドロキ  行われている。   会の機間鎗ファルマシアに掲載  
シホモシルテナフィルは、新規な  が予定されている。また、研究  

未承認医薬品成分である。  成果は、tオ食品間係の暮界  
新聞で取り上げられている。   

臣兼晶・匿■機纏のGMP／QMS  
壬禦手法を♯義したことにより、  

GMP／QMS董禦ガイドラインは、 リスクマネジメントの考えをベ 改正薬事法に対応できる暮禦  

リスク壬因に基づ   医薬品・医   
平成  療機器等  ー スに壬禦の助手性、公平性に配 慮し作成されたもので董蠣手  GMP／OM＄董♯ガイドラインの 碓立により、轟い晶Tの医■ 晶、医療膿♯の製造、供給が可  医藁晶のGMP董蠣ガイドライン 稟医薬品のGMPシステム壬禦     が可tとなり、GMP／QMS暮★ の曹遍化、適正化および効率化 ‾†   
15（200  平成 17（200  

l  ▲ ＝＝                     なし  0  0    5  0  0  2  0   

に対する監王手法  
研究  鞠学的同専性の稚捜法として、 溶出試♯を取り入れたことは隷 外部にみられないことで 

、嚢王 t理の簡易化 
、信頼性向上に 書与する の査♯ガイドラインは、我が圃  

。   のレギュレーションの透明化、董  
♯の濁欝欄和に薔与すると思わ  
れる．   

正常動物のモルヒlの駆圭内投与  
により統尭される■■作用は一非  医師が回答したアンケートに記 鼓されてあった内容から 
遭択的COX阻書藁であるインり  

医薬品・医   
療機器等  

タシン及びCOX－1に遭択性の古 い阻書稟であるモフエゾラクの船主 内前処tにより有鷺に増強され  全囁のがんセンタ 

がん痩膚冶■にお けピイド  平成  た．炎症性痩■モテ 
るオオ且   15（200  平成 17（200  

○  0  0  

に関する研究   平賞 一陽  ン が日本♯和医療学会で認可さ  

研究  
を♯り返し触膣内投与しても押 倒されない。モ枇手代謝産物の  

M¢Gはマウスの回騰のヰ走筋と ●状筋でオピー什受容件を介し  

収縮作用を示しノJ＼♯■送電で  、 繍、一般ホ柵、在宅匿♯を自由  
はモルヒネの3倍以上強い抑制を  

に遭択できる可能性が多くな  
る。   た．   

現実には困難なことが多いとの  
生じた。   指摘もあった。  



研究班8施設でFFPを覆在使用  
している施設は■く、FFPの不必  
手性が強く示唆された。細胞増 血  
暮における清成分の必手性  

医薬品・医  について機討したところ、タンパ  

療機器等   
回答したものは5施  

ク成分含雷メディウムでは血清   

癌免疫相場療法  平成 柑（200 4〉  平成 1丁（200 5）     岡 正鋼  ンス総合  も合成アルブミンなどを使用す   

研究  
ることにより、十分な免惑ゎ胞 統ヰが可能であった．礎って、  
GMPlr●鵬の細胞誘欄康行うに  

あたり、何らかの血清成分は必  
暮であるが、FFP以外のもので  む予定である。   ると考えられた。   

代用できることが檀紘された。   

これまでヒト胎児における造血  
の発生・発遽を離析するシステ  
ムが確立されていなかったた  
め、その♯明はほとんど遭んで  

平成18年2月11日に聞儀された  

おらず、同じ哺乳1であるマウ  
厚生労働省科学研究（医藁晶・  

医薬品・医  スの緒よから類推されるのみで  医■機纏専レギュラトリーサイエ  
ヒト胚性幹細胞を   療機器等   あったがマウスとヒトの胎生期   本研究成果は 現在の行政旛     ンス総合研究書集）平成17年鹿   

平成 16（200  平成 lT（200     辻 清一郎  液の間先に関する  4）  5）  リーサイエ  
成よとして開発されたヒト胚性幹  期待される。   究成果を発表した．また 平成   

研究  ンス総合  
細胞から血液細胞への分化講  

柑年4月4E＝こは、本研究成よ  

研究  場系は、ヒト胎生期造血を詳細  について、統充新聞社の取材を  

に♯析するための有効なツール  
受け、近日中に新聞掲載の予  

となると考えられ、ヒト発生学、  
定である。   

胸児攣の莞よに責するものと期  
持される。   するものと期待される。  

インフルエンザウイルス及びハ  
フ暮に対して、治療に役立つヒト  
抗体の単■を目標に研究を遭  
めた。ハブ書出血因子HRlに対  ここで得られた成果に基づき平  
して強い中和活性を示すヒトモノ  本研究は献血に爛った●血の  

医薬品・医   クローン抗体の■tに成功し、   現体制を補完するために血液代  

頭機器等  現在 削藁の対■として抗体の  
敷息治療薬として  平成  平成  小梅、人工抗体作＃を目積とし  き平成柑年2月24－25日に「ヒト   
のヒト抗体講製に  15（200  1丁（200  ★澤 良和  
蘭する研究  3）  5）  リーサイエ  でこ ンフル  ルス    。、   

ンス抱合  エンルス3  轟nti帥nkdHR   ジェクトの腰間により主として感  ワークショップを闘≠した。その  

研究  の中和抗体レパートリーの全体  染症に対して抗体治■藁を開発  
姓の♯析が進められている．  するメドがたった。   越えるせ衆が暮まり非常に熱気  
1988年－2005年のH3N2型12株  溢れる講演会であった．  

を抗∬として用いた。■nti帥∩－  

血統の影響を受けないクローン  
の■義に成功した．   に応用できる。  




